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第１章 総則 

（目的及び設置） 

第１条 市民の学習活動と課題解決を支援し、国際交流と多文化共生を推進

するとともに、教育と福祉の相互連携の下、子どもの健全育成と市民の社

会参加の促進を図るため、昭島市教育福祉総合センター（以下「総合セン

ター」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 総合センターの位置は、次のとおりとする。 

昭島市つつじが丘三丁目３番15号 

（総合センターの構成） 

第３条 総合センターは、国際交流教養文化棟、校舎棟及び附帯施設をもっ

て構成する。 

（開館時間） 

第４条 総合センターの開館時間は、午前８時30分から午後10時までとする。 

２ 市長は、特に必要があると認めるときは、前項の開館時間を変更するこ

とができる。 

（休館日） 

第５条 総合センターの休館日は、１月１日から同月３日まで及び12月29日

から同月31日までとする。 

２ 市長は、特に必要があると認めるときは、前項の休館日を変更し、又は

臨時に休館日を定めることができる。 

第２章 国際交流教養文化棟 

（施設） 

第６条 国際交流教養文化棟に、次に掲げる施設を置く。 



(１) 市民図書館 

(２) 郷土資料室 

(３) シアター、講習・研修室その他の別表第１に掲げる施設（以下「シ

アター等」という。） 

(４) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める施設 

２ 前項第１号及び第２号に掲げる施設が行う事業及びその管理運営につい

ては、それぞれ当該施設の設置及び運営に関する条例、規則等の定めると

ころによる。 

（利用の承認） 

第７条 シアター等を利用しようとするものは、市長に申請し、その承認を

受けなければならない。 

２ 市長は、前項の承認（以下「利用の承認」という。）をするに当たり、

管理上必要な条件を付することができる。 

（利用の不承認） 

第８条 市長は、シアター等の利用について次の各号のいずれかに該当する

と認めるときは、利用の承認をしないことができる。 

(１) 公の秩序を乱すおそれがあるとき。 

(２) 施設又は附属設備を損傷するおそれがあるとき。 

(３) 管理上支障があるとき。 

(４) その他不適当と認めるとき。 

（使用料） 

第９条 シアター等の利用については、別表第１に定める使用料を徴収する。 

２ 前項の使用料は、利用の承認を受ける際に納入しなければならない。た

だし、駐車場の使用料は、自動車を駐車場から出場させる際に納入しなけ

ればならない。 

（使用料の減額又は免除） 

第10条 市長は、特に必要があると認めるときは、前条第１項の使用料を減

額し、又は免除することができる。 

（使用料の還付） 

第11条 既に納入された使用料は、還付しない。ただし、市長は、特別の理

由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第12条 利用の承認を受けたものは、利用の権利を譲渡し、又は転貸しては

ならない。 



（利用の承認の取消し等） 

第13条 市長は、シアター等の利用について次の各号のいずれかに該当する

と認めるときは、利用の条件を変更し、又は利用を停止し、若しくは利用

の承認を取り消すことができる。 

(１) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(２) 利用の目的又は利用の条件に違反したとき。 

(３) その他特に必要があると認めるとき。 

（原状回復の義務） 

第14条 利用の承認を受けたものは、シアター等の利用を終了したときは、

直ちに原状に回復しなければならない。前条の規定により利用を停止され、

又は利用の承認を取り消されたときも、同様とする。 

（準用） 

第15条 駐車場の管理については、昭島市民会館・公民館駐車場条例（平成

22年昭島市条例第５号）第10条、第11条及び第13条の規定を準用する。こ

の場合において、同条例第10条中「教育委員会」とあるのは、「市長」と

読み替えるものとする。 

第３章 校舎棟 

（施設） 

第16条 校舎棟に、次に掲げる施設を置く。 

(１) 教育センター 

(２) 児童発達支援担当事務所 

(３) 子ども家庭支援センター 

(４) 子育てひろば 

(５) 男女共同参画センター 

(６) 会議室、体育館その他の別表第２に掲げる施設（以下「会議室等」

という。） 

(７) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める施設 

２ 前項第１号から第５号までに掲げる施設が行う事業及びその管理運営に

ついては、それぞれ当該施設の設置及び運営に関する条例、規則等の定め

るところによる。 

（会議室等の使用） 

第17条 市長は、会議室等を市の事務・事業に支障のない範囲で市民等の使

用に供することができる。 

（使用の許可） 



第18条 会議室等を使用しようとするものは、市長に申請し、その許可を受

けなければならない。 

２ 市長は、前項の許可（以下「使用の許可」という。）をするに当たり、

管理上必要な条件を付することができる。 

（使用の不許可） 

第19条 市長は、会議室等の使用について第８条各号のいずれかに該当する

と認めるときは、使用の許可をしてはならない。 

（使用料） 

第20条 会議室等の使用については、別表第２に定める使用料を徴収する。 

２ 前項の使用料は、使用の許可を受ける際に納入しなければならない。 

（準用） 

第21条 第10条から第14条までの規定は、使用の許可をした場合について準

用する。 

第４章 指定管理者 

（指定管理者による管理） 

第22条 市長は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項の

規定により、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指定

管理者」という。）に総合センターの管理を行わせることができる。 

（指定管理者が行う業務） 

第23条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

(１) 総合センターの施設及び附属設備の維持管理に関する業務 

(２) 国際交流教養文化棟の運営に関する業務 

(３) シアター等の利用の承認に関する業務 

(４) シアター等の使用料又は利用に係る料金（次条において「利用料

金」という。）の収納に関する業務 

(５) その他市長が特に必要と認める業務 

（利用料金） 

第24条 市長は、第22条の規定により指定管理者に総合センターの管理を行

わせるときは、第９条第１項の規定にかかわらず、シアター等の利用料金

を当該指定管理者の収入として収受させることができる。 

２ 前項の利用料金の額は、別表第１に定める使用料の額を上限として、あ

らかじめ市長の承認を得て、指定管理者が定める。 

３ 指定管理者は、あらかじめ市長が定める基準により、第１項の利用料金

を減額し、又は免除することができる。 



（読替規定） 

第25条 第22条の規定により市長が指定管理者に総合センターの管理を行わ

せる場合においては、第７条、第８条、第13条及び第15条中「市長」とあ

るのは「指定管理者」と、同条において準用する昭島市民会館・公民館駐

車場条例第13条（見出しを含む。）中「市」とあるのは「市及び指定管理

者」と読み替えるものとする。 

第５章 雑則 

（損害賠償） 

第26条 総合センターを利用するものは、その施設、附属設備又は物品を毀

損し、又は滅失したときは、市長が定める損害額を賠償しなければならな

い。第14条（第21条において準用する場合を含む。）の規定による原状回

復を怠ったときも、同様とする。 

２ 市長は、やむを得ない理由があると認めるときは、前項の規定による損

害賠償の額を減額し、又は免除することができる。 

（委任） 

第27条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、規則で定める日から施行する。ただし、附則第４項の規定

は、平成30年４月１日から施行する。 

（昭島市民図書館条例の一部改正） 

２ 昭島市民図書館条例（昭和48年昭島市条例第12号）の一部を次のように

改正する。 

第２条第１項中「昭島市東町二丁目６番33号」を「昭島市つつじが丘三

丁目３番15号」に改める。 

第４条第１項第１号中「午後５時」を「午後６時」に改め、同項第２号

中「及び金曜日（それぞれ」を「から金曜日まで（」に改め、同項第３号

及び第４号を削る。 

（昭島市障害者の利用に係る公の施設等の使用料の減免に関する条例の一

部改正） 

３ 昭島市障害者の利用に係る公の施設等の使用料の減免に関する条例（平

成16年昭島市条例第８号）の一部を次のように改正する。 

 

 



別表中 

「 
   

公の施設等 減免する額 
」

を
    

「 
   

公の施設等 減免する額 

に
 

昭島市教育福祉総合センター条例（平成

30年昭島市条例第 号）に規定する昭島

市教育福祉総合センター 

使用料の額の２分

の１に相当する額 

」    

改める。 

（準備行為） 

４ 第22条の規定による指定管理者の指定に関する手続その他の行為は、こ

の条例の施行の日前においても行うことができる。 

別表第１（第６条、第９条、第24条関係） 

１ シアター及び講習・研修室 

施設名 
利用区分及び使用料 

午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

シアター 1,900円 1,900円 1,900円 1,900円 6,500円 

講習・研修室１ 900円 900円 900円 900円 3,000円 

講習・研修室２ 700円 700円 700円 700円 2,300円 

講習・研修室３ 700円 700円 700円 700円 2,300円 

備考 

１ 利用区分中の午前とは午前９時から正午まで、午後１とは午後１

時から午後４時まで、午後２とは午後４時から午後７時まで、夜間

とは午後７時から午後10時まで、全日とは午前９時から午後10時ま

でとする。 

２ 午前及び午後１を引き続き利用する場合は、各利用区分の間の時

間について使用料を徴収しない。 

３ 利用時間には、準備及び原状回復に要する時間を含むものとする。 

４ 講習・研修室は、２室以上を併せて１の講習・研修室として利用

することができる。この場合における使用料の額は、各室の使用料

を合計した額とする。 

２ 駐車場 

利用単位 使用料 

１台１回（30分を超え３時間まで） 100円 



備考 ３時間を超えて引き続き利用する場合の使用料の額は、超過１時

間までごとにつき100円を加算した額とする。 

別表第２（第16条、第20条関係） 

施設名 
利用区分及び使用料 

午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

会議室201 2,200円 2,200円 2,200円 1,500円 6,800円 

会議室202 700円 700円 700円 500円 2,200円 

会議室203 700円 700円 700円 500円 2,200円 

会議室204 700円 700円 700円 500円 2,200円 

会議室205 700円 700円 700円 500円 2,200円 

会議室301 2,200円 2,200円 2,200円 1,500円 6,800円 

会議室302 700円 700円 700円 500円 2,200円 

会議室303 700円 700円 700円 500円 2,200円 

会議室304 700円 700円 700円 500円 2,200円 

理科・家庭科室 2,200円 2,200円 2,200円 1,500円 6,800円 

音楽室 3,000円 3,000円 3,000円 2,000円 9,300円 

体育館 9,500円 9,500円 9,500円 6,500円 30,000円 

備考 

１ 利用区分中の午前とは午前９時から正午まで、午後１とは午後１

時から午後４時まで、午後２とは午後４時から午後７時まで、夜間

とは午後７時から午後９時まで、全日とは午前９時から午後９時ま

でとする。 

２ 午前及び午後１を引き続き利用する場合は、各利用区分の間の時

間について使用料を徴収しない。 

３ 利用時間には、準備及び原状回復に要する時間を含むものとする。 

４ 会議室202から会議室205まで及び会議室302から会議室304までは、

それぞれ２室以上を併せて１の会議室として利用することができる。

この場合における使用料の額は、各室の使用料を合計した額とする。 

 


